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1. 研究目的及び方法

1920年代の浅草では大衆文化の中でも映画 (活

動写真) が隆盛 していた。映画館では1928年 頃か

ら, 実演 ・寸劇等の演劇, レビュー ・ボー ドビル

等の軽演劇, 奏楽 ・独唱等の音楽, 舞踊等のアト

ラクションが上演された1)。 この映画館のア ト

ラクションは, 上演内容と出演者の2点 から, 1920

年代 の軽演劇の変遷 一浅草オペ ラか ら浅草 レ

ヴューへ一の過程に存在 したとされる2)。

本研究は, この映画館のア トラクションに関し

軽演劇における意義 と上演 された舞踊の特性 を見

出そ うとす るものであ る。今 回は特 に浅草 レ

ヴューの始まった1929年7月 以降に着眼した。

方法 として, 1929年7月1日 ～1932年12月31

日3)発 行の都新聞東京版の遊覧案内欄 と上映広

告のうち, 浅草の映画館で上演された, 舞踊或は

舞踊を含むと思われる演 目を対象に考察を行 った。

II. 結果及び考察

(1)映画館のア トラクションの概観

都新聞によれば, ア トラクションの上演館数は

1929年9館, 1930年17館, 1931年14館, 1932年10

館であった。但 し1932年 は10月以降は4館 に激減

してお り, この年から衰退を始めている。

その内容は映画上映の合間に頭を休める様, 思

考や理解を不要 とする, 聴覚本位の音楽, 視覚本

位の舞踊, ス トーリー性を重視 しない軽演劇が大

半 を占めている。 しか し1929年5月 洋画 トーキー

1931年8月 邦画 トーキーが公開され, 無声映画時

代の終 りと トーキー時代への突入を迎えると, 

オーケス トラやジャズバン ドを抱えている必要が

な くな り, また短編の喜劇映画やニュース映画が

上映されるようになり, 衰退 した と考えられる。

(2)映画館のアトラクションの舞踊

(1)舞踊 という演目

石井漠, 高田せい子等の芸術舞踊家の舞踊団公

演, 単独の出演, 独唱等と合同の上演があった。

また浅草オペラの残党でエロを売 り物4)に 舞踊

団を率いて公演を行う者もいた。男性は舞踊家 と

して評価 されても, 女性は "エロ" や "イ ット"

の形容5)が 多 く, 観客である浅草の大衆が, 女

性ダンサーにエロチシズムを期待 したと考えられ

る。

(2)舞踊を含む演 目

レビュー, ボー ドビル等の軽演劇が相当する。

レビュー団の単独公演もあった。やは り女性ダン

サーにはエロの形容がつき, またエロや裸をタイ

トルにした作品があった6)。

1929年7月 カジノ ・フオーリーの旗揚げを以て

浅草レビューが始まったが, この当時は映画館の

余興の単独興行7)と い う認識 しかな く, 従 って

映画館のアトラクションは浅草 レビュー以前に, 

浅草の大衆にレビューを紹介 したと言える。

III. 結論

(1)軽演劇における意義

映画館のアトラクションは, 浅草 レビュー以前

に, レビューを1つ の興行形態 として浅草の大衆

に認識させた。浅草レビューのスピーディな場面

展開が, レビュー本来の特性ではあるが, 映画館

のアトラクションが時間の制約を受けなが らの上

演だったことに該当すると考えれば, 映画館のア

トラクションのレビューの形態は浅草 レビューに

引き継がれたと言えるのである。

(2)上演された舞踊の特性

浅草の大衆は女性ダンサーに対 しエロチシズム

を期待 し, 映画館側 も上映広告に "エロ" という

語を踊らせ, 観客動員を図った。浅草 レビューで

は女性ダンサーの脚部の大群をその対象 としたが

映画館のアトラクションでは, 上映広告に女性ダ
ンサーの脚部に触れたものがあるので, その片鱗

が認められる。芸術性の高い舞踊 も上演されたが

単なる視覚本位の頭休めの1つ に過 ぎず, 浅草の

大衆や, 彼らが享受する大衆文化には芸術性は不

要だったのである。
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